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(「人はいかにして話すか ?」),②言語の機能 (「人はなぜ話すのか ?」「人は話すのが好きか? も
しそうだとしたらなぜか ?」「話すことと笑うこと,走ることはどこが似ていて,どこが違うか?」),


































(場面 2〉 二つの人形は同時に行動を開始する。人形 1はトランクにいろいろなものを詰めてい
る。人形2はレンジの上の鍋をかきまぜている。


































年齢 4-5歳児 6-7歳児 8-9歳児   計
(n三18) (n=22) (n=23) (n三63)
バイリンギズム/トゥリリンギズム
ー       ー       3      0
+        -        6      2
+             +             9          20
0            3
1            9




















































































トル離れたところに,厚板,ボー ル紙,はさみを持って座っている。実験者 1と実験者 2の間には
21個のメッセージがやりとりされるが,こどもは両者のメッセンジャーとして行動する。取り交わ
されるメッセージは次のようなものである。













任的・依頼的表現を含むメッセージ (1, 2a, 4a)のほうがそれを含まないものより成功率が
高いこと,質問のほうが答えより難しいこと(3aと3b),実践的な行為と直接結びつくメッセー

















































































































































































































3 実験 I(実験者 :福田真由美)







①動物 (あるいはイヌ)は話すことができるか? ②人間の赤ちゃんは話すことができるか? ③
あなたは話すことができるか? ④あなたは話し相手の話すことがわかるか? ⑤あなたは話し相
手に自分の話すことがわかってもらえるか? ⑥あなたの友だちはどんな子どもか? ⑦あなたは
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どんな子どもか? である。
[結果]7つの質問項目を, 5つの視点から分析した。5つの視点とは, 1)言語の特徴, 2)言
語の獲得, 3)コミュニケーション, 4)他者像, 5)自己像である。以下に各視点ごとに述べて
みよう。
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表7 コミュニケーションに関する反応パターン別の人数分布 (カッコ内はパーセント)








0      2(7)
0      1(4)




































186    高取憲一郎 :発生的認識論研究 (3)コミュニケーション,言語,自己
表8 他者像に関する反応パターン別の人数分布 (カッコ内はパーセント)
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表9 自己像に関する反応パターン別の人数分布 (カッコ内はパーセント)

























































188    高取憲一郎 :発生的認識論研究 (3)コミュニケーション,言語,自己





A:I'd like to take a trip this year.
B I Where do you、vant to go?
場面 3は,人形Aと人形Bがソファーに座って花の絵を見ながら話しをしている。
A :It's very beautiful,isn't it P
B:I think sO.


































0   1(7)
0          0
1( 6)     0
6(33)     2(14)
3(17)    3(21)
3(17)    6(43)
5(28)    2(14)
表11 自己像に関する反応パターン別の人数分布 (カッコ内はパーセント)































0          0
0          0
4(31)    0
1( 8)    2(17)
0         3(25)












































形A)がこの人 (通訳)に話しをして, この人 (通訳)はな, この人 (A)が言つたことをこの人
(人形B)に話しをして,そいでこの人 (B)がこの人 (A)に話したいことをこの人 (通訳)に














表13 会話の再構成 (場面1)に関する反応パターン別の人数分布 (カッコ内はパーセント)


















0        4(33)
0          0
9(75) 5(42)
3(25) 3(25)
表14 会話の再構成 (場面2)に関する反応パターン別の人数分布 (カッコ内はパーセント)



















2(17)     0
2(17)    2(17)
2(17)    1( 8)
計
表15 会話の再構成 (場面3)に関する反応パターン別の人数分布 (カッコ内はパーセント)


















0         2(17)
1(8) 0
9(75)    9(75)










[考察]実験 1と同様に,本実験においても,前操作期から具体的操作期への移行期 (実験 1と実
験2で見るかぎり時期的には年長児から小 1にかけてであると思われるが)において,次のような
特徴が見出される。すなわち,他者像と自己像が,性格とか他者と比較しての能力という側面へと
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